
介護と福祉工学との融合
～健康維持と新たな産業振興への挑戦～
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　2018年度より、聖隷クリストファー大学では、介護福祉学科と大学院社会福祉学研究科
において福祉工学の新たな学びがスタートします。
　これまでに創り上げてきた介護福祉実践と、「工学」を融合させた「福祉工学」分野の創出
により、福祉ネットワーク構築と、新たな雇用創出が実現し、誰もが安心して暮らせる、そして
活気がある街を創造することが可能になると考えます。
　このことを広く地域の皆様に知っていただけるようにシンポジウムを開催します。

会場：アクトシティ浜松コングレスセンター 31会議室

土 祝2017． 13：00～15：0012/23

聖隷クリストファー大学 社会福祉学部 介護福祉学科 主催

［対象］関心のある方・高校生・大学生・教職員・一般の方
（静岡県浜松市中区板屋町１１１－１ ※浜松駅より徒歩5分）

挨拶13：00～13：15

プレゼンテーション
「人々の健康を支える新しい福祉工学の創造」
医療、介護の現場と産業界にはそれぞれが抱える問題があり、その問題に
は共通点があります。日本には敬意、感謝、願望の心を技術（道具等）に反
映させて健康と産業を創ってきた歴史があります。その歴史を振り返り、日本
人の心を理解することで、介護の現場と産業界が抱える問題の解決策が
見えてきます。敬意、感謝、願望の心を福祉工学として反映させることで、健
康維持・増進と新たな産業振興に向けて挑戦します。

13：15～13：45

テーマ

内  容

講  師　大川井 宏明 教授（社会福祉学部介護福祉学科・大学院社会福祉学研究科）

介護福祉学科長　古川 和稔 教授

近年、諸外国から注目されている「日本式介護」、日本人の「心」、そして自立支援介護に関心が高
まっています。ここに福祉工学（テクノロジー）を融合させることにより、「楽しい自立支援型介護福祉
の実現とおもしろい産業の創出」という、全く新しい「浜松モデル」について話し合います。

内  容

シンポジウム

■シンポジスト 大川井 宏明 教授（社会福祉学部介護福祉学科・大学院社会福祉学研究科）
小石川 邦夫 氏（浜松市健康福祉部次長・高齢者福祉課長）
松浦 譲 氏（株式会社エム・エス・ケー代表取締役）
平井 章 氏（社会福祉法人 十字の園 理事長）

13：45～15：00

「介護と福祉工学との融合 ～健康維持と新たな産業振興への挑戦～」テーマ

大川井 宏明 教授

【事前申込・先着順】
定員300名

参加無料



053-439-1401TEL cl-entrance@seirei.ac.jpE-mail
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介護と福祉工学との融合
～健康維持と新たな産業振興への挑戦～

これからの“介護”を考える福祉工学シンポジウム

※本学では個人情報に関して適用される法令、規範を遵守し、皆さまの個人情報の適正な管理・利用と保護に努めております。ご提
供いただいた個人情報は、本講座を円滑に実施するために利用させていただくほか、本講座主催者からのイベント情報の提供に使
用させていただくことがあります。

【プレゼンテーション講師プロフィール】

医療機器メーカー（アロカ株式会社）で医工学機器の設計、製造、品質管理を学ぶ。医学研究
所・病院（東北大学）で超音波診断学、循環器病学、組織学、病理学、神経科学を学ぶ。1988
年医学博士、1995年博士（工学）。2000年岩手大学工学部福祉システム工学科、工学研究
科福祉システム工学専攻教授。2017年現職。

お お か わ い 　 ひろあき

大川井 宏明 教授
医学博士・博士（工学）
聖隷クリストファー大学 社会福祉学部介護福祉学科・大学院社会福祉学研究科

【事前申込・先着順】
定員300名

参加無料

FAX申込用紙

年　　　　月　　　　日

氏　　名
（ふりがな）

勤 務 先 電 話 番 号

Eメールアドレス

053-439-1430FAX送信先

FAXまたはEメール、インターネットにてお申し込みください。Eメールでお申し込みの際は、下記内容をご記載ください。

申 込 方 法 ※当日参加も受け付けます

聖隷クリストファー大学
保健医療福祉の総合大学

［053-439-1430］（下記申込用紙をご利用ください）
［cl-entrance@seirei.ac.jp］
［https://www.seirei.ac.jp/opencampus/seminar/index.php］

宛先／聖隷クリストファー大学入試・広報センター

●FAXの場合
●Eメールの場合
●インターネットの場合 QRコード


